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胸部手術においては,術 中,術 後の多量の出血がいか

に残在肺の膨脹不全,あ るいは気管枝塵形成を助長する

か というてとは言をまたない とてろである。従来止血剤

として,種 々の薬剤が使用されてきているが,て のたび

われわれは組織 トロンポプラスチン製剤であるトロスチ

ンを肺結核患者の手術例および喀血,血 痰例にて投与し,

若干の良好果を得たのでててに報告する。

トロスチンの投与方法は,手 術例では術前5cc,術 直

後5cc,そ の後は12時 間 でとに5cc宛 投 与,総 量50

ccま で とした。

喀血および血痰例では,血 液喀出後ただちに5cc注

射 し,そ の後は24時 間でとに5cc宛 注射し総量を20

～)40ccま で とした。

臨床検査としては,ト ロスチ ン投与前に血液の凝固時

間,出 血時間の測定,毛 細血管抵抗試験わよび血小板を

算定し,投 与後は24時 間でとにて経時的に算定を行なっ

た。なお血小板は,フ オニオ氏直接法にて算定 し,毛 細

管抵抗試験は佐藤氏の改良陰圧紫班計を使用した。

症例にっいては,ト ロスチ ン投与の手術例は12例 で

あり,喀 血および血痰例は6例 であった。

表1　 症例別出血および排液量(葉 切)

表1は,肺 葉切除例の トロスチン使用例 と非使用例

の出血量および排液量 とを比較検討 したものである。症

例1～7ま では肋膜癒着軽度な例,8～11ま で中等度の

例,12～14ま で高度な例で,出 血量においては差異は

認め られないが,排 液量において,使 用例のほうがやや

減少しているのが認め られる。

てのスライドは肺葉切除術,補 正成形術およびスポン

ヂ充蟹術の出血量および排液量を示すもので,黒 丸が ト

ロスチン使用例,白 丸が非使用例である。すなわち充填

術および補正成形術では,使 用例 と非使用例 との間に著

明な差は認め られなかった。

図1　 出血および排液量の差異
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しか しなが ら,て の場合 トロスチン使用例と非使用例

について,厳 密に全く同一条件にて比較するてとは不可

能なてとであって,あ る程度 レントゲン学的所界1および

手術時所 見にわいて,同 一視できうるものを選び比較検

討 した。

次に術前,術 後における血液の凝固時間,出 血時間,

毛細血管抵抗試験および血小板数の変化を比較検討する

と,表2に 示すように血液凝固時間の短縮を示すもの

12例 中8例,延 長せるもの3例 であ り,出 血時間の

短縮 せるもの5例,不 変7例 で,延 長せるものは な

く,毛 細血管抵抗試験では全例において不変であった。

表2　 凝固時間,出 血時間,血 小板の消長

血小板においては,増 加せ るもの7例 で,不 変3例,

減少せるもの2例 であった。

次に喀血および血痰例ではいずれ も重症F型 で比較的

不変の経過をとり,か っ喀血および血痰 を反復 した既往

歴を有 し,か つ従来の各種止血剤投与によっても必ずし

も良好果を得 られなかったとてろの6例 を選び,て れに

トロスチン 投与し,血 痰の消失,あ るいは減少をみな

い例 もあったが,2例 において著効を呈 した。

症例Iは,従 来毎日100～150ccく らい喀血する例

で,大 体約10～14日 くらいの期間で消失していたが,

トロスチン投与後は5～6日 約1週 間以内にて消失 し

た例である,,

症例II　 は大体10～20コ く らいの血痰が消失 するま

で8日 間以 上も要 していたが,使 用後は1週 間以内に

ほとんど消失した例である。

またてれ ら6例 について凝固時間,出 血時間,毛 細

管抵抗試験および血小板数の変化をみると,凝 固時間の

短縮せ るもの4例,不 変2例 で,出 血時間の短縮せる

もの2例,不 変4例 であ り,毛 細血管抵試験は全例に

おいて不変であった。また血小板数の変化は増加せ るも

の3例 で不変2例,減 少せ るもの1例 であった。

図2　 喀血および血痰の消長
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副作用は静注によって起 てりうるとてろの血栓形成や

頭痛,頭 重感,不 快感,悪 心嘔吐,発 疹等はほとんど全

例において認められなかった。

一般に トロ界チンの臨床的効果は,血 小板障害に主因

する出血性素因にもっともよい適応症であると考え られ

ているが,わ れわれは肺結核患者の手術例にっいて使用

し,若 干の 良効果 を得,ま た 喀血および血痰例では,

2～3の 著効のあったものを報告 した。
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